
E-mailE-mail

5353



⇒

　

5353

る職業奉仕なんです。これはロータリーに入らなくても、昔から商売
をする人の信念と言いますか考え方というのが日本にはあるんですね。
だから日本のロータリアンはロータリーの思想、考え方に早く馴染め
たんです。ヨーロッパなどの人達はどちらかというと個人主義、利己
主義的な人が多い傾向がありますが、日本には お客様は神様だ、とい
う言葉があるくらいお客様の気持ちをどう掴むか、今日もお客様のた
めの事ができたかな、と考えながら日々仕事をする、そういう事がロ
ータリーの奉仕の一番わかりやすい考え方です。これがI serveです。
それで今言われているのが社会奉仕、ロータリアンは自分の中だけで
やっているのでなく、世の中のため、自分の仕事を通じて出来る社会
奉仕がないか、その事を通じて社会に奉仕していこうと、そういう考
え方が広がってきたんです。
　皆さんの中には、ロータリーに入って長い方もおられますし、最近
入った方もおられますが入られた以上、ロータリーとは何かという事
を一度は考えられた事があると思います。ですから、意義のあるクラ
ブ活動をやってもらう為にはそれなりの意義、思いというものをある
程度理解してやるのと、ただ例会に参加するだけとではずいぶん違う
と思います。ロータリーで払う会費の見返りをもらっていこうという
気持ちを持って例会場へ来て戴き、今日は誰々と話ししたな、そして
何を得たかなと、今日はだやいけど、誰々の顔を見て元気を貰えたな、
とそういう例会会場にしてほしいんです。ロータリーはそういう思い
を持った人達が疲れた時とか思い悩む時に、例会場に来て話し合える
仲間がいる。だからロータリーは懇親会を大事にしている、困った時
に話し合える仲間がいる、それがロータリーの場であるよ、と思いま
す。ポール・ハリスも最初、会員の中で困った時相談し合う人がたく
さんいた、と歴史書にも書いてあります。その時は奥さんがいろいろ
面倒を見たと書いてありましたけど、ロータリーが親睦を大事にする
原点がそこにもあります。ですから、ロータリーに毎週なぜ来なくて
はならないかと思った時は、今日は気分を変えて一寸違った事を見て
みようかな、という気分転換の機会にする事もできる。そして職業奉
仕の考え方を通して、自分の仕事のやり方について思い返す良い機会
でもあります。例会場ではロータリーについての話をあまりしません
が、ロータリーが何であるのか、と他の人に聞かれてもロータリーの
意義を答えられるような位になれるよう皆んなで話し合える機会があ
ってもいいのではないかと思います。
　ロータリーで社会奉仕がなぜ行われる様になったかと言えばロータ
リー財団が出来たからです。ロータリアンには昔は財団とか無くて、
ロータリアンで協力してクラブで社会奉仕として最初にシカゴに公衆
トイレを作りました。地域の人たちにとって何が必要かという事に耳
を傾けるようになったんです。つまり社会奉仕というのはこちらから
与えるので無く、ニーズに答える事なんです。誰も希望しない物をこ
ちらから押し付けるというのは奉仕ではないし、押し付けで良くない
し、出来れば社会奉仕という物はいかに地域のニーズという物を拾い
上げてくるかという事が大事なんじゃないかと思います。
　今、職業奉仕がどうなっているのかという話がよく出てくるのです
が、社会奉仕は５大奉仕の中に入っているのですが、クラブで行われ
る社会奉仕というものが、先ほど話したように職業奉仕が”I serve”
だとするとクラブでやる事が無いんです。クラブで行うという事は集
団で行うという事ですから自分の職業と違う奉仕をするという、自分
の職業的知識を生かす職業奉仕では無いので、クラブで行われる職業
奉仕というのは私が入った頃は職場訪問、一泊で会社訪問とかしまし
た。今、クラブでやる職業奉仕は何かと言われているのはこれだけ素
晴らしい職業人のトップの方が集まっているのだからそれを活かしな
さいというのが今言われているIRの職業奉仕なんです。つまり会員の
中に素晴らしい職業知識を持たれる人がいるので、その人と皆んなで
協力してその人を生かす奉仕をしよう、だから50人いれば50回、その
人の専門の奉仕が出来る、このようにして皆んなでやるというのが社
会奉仕、これが今、ＲＩで言っているクラブでやる職業奉仕、という
のが私の思いでの簡単な説明です。基本的には”I serve”、自分が出
来る奉仕をやっていく、お客さんをどの様に大事にしていくか、お客
さんに来て良かった、買って良かった、と喜んでもらえる事を第一に
考える仕事をしなさい、そういう事なんです。
　ロータリーに入られてから目覚めて、ＲＩの会長になられるくらい
奉仕についてしっかりやられた人もいます。地区大会で来られる講師
の方達が経験してきたロータリーの話を聞いて、ロータリーというの
は本当に勉強すると今私が言った様な精神がわかってきてそういう事
ができるようになるんだな、と。つまり成功の哲学といった本があり
ますけど、成功する基本は最終的に何かというと習慣です。やり続け
る事です。普通の人間は飽きてきて出来ないんですね。だから成功者
は少ない、成功する人は信念を持ってそれをやり続ける、それだけで
す。だからロータリアンも研鑽して自分を磨きなさいという事を言っ
てるんですけど結局は自分自身で自分を磨いていく道場なんですよ、
ということなんですね。ロータリーに入ってこんな経験ができるんだ
な、とかこういう事だったんだな、という事が少し分かってもらえた
かなという所ですけど、わからない時はまたよく分かる人に聞いてく
ださい。今日はこれまでにしておきます。ありがとうございました。
(この後、質問に答えて見解を述べられましたが紙面の都合により、割
愛いたします。)

　私は昭和63年の12月に入会しまして今年で34年
目になります。大体新入会員は親睦活動委員会に
入るというのがその時の習わしと言いますか、そ
ういうのが通常でした。私の入会した時は例会場
でなく親睦活動委員会の会合に行った日が入会日
となっています。その親睦活動委員会の会合とい
うのが福岡さんのよろずやで行われていました。
いきなり右も左もわからず行ったのですがその時

の親睦活動委員長、森さんのお父さん、森啓一さんに「おお、よく来
たな」と声をかけて頂きました。クリスマス会の準備だったと思うの
ですがその会議に参加させて頂いて懇親会にも参加して行けというこ
とで、入っていきなり懇親会で、ロータリーは飲む機会が多いところ
だなという感じでした。年が明け、１月になると今度は新年会、そして
３月になると４月に向けて観桜会ということで、ロータリーに入ると
懇親会が続き、なんちゅういいクラブだなと思いました。また、例会
場には歴代のこの辺の名士の方々が顔を揃えておられるので、毎週ビ
クビクしながら出席していた、そんな印象でした。昔は食事も後ろの
方で新入会員がよそって配膳するということもあり、30年前というの
はちょっと封建的な雰囲気もあったのかな、という気もします。服装
も厳しく、必ずスーツにネクタイというきちんとした服装で来るのが
ロータリアンだ、という雰囲気でした。私は自動車屋なのでいつもは
ツナギを着て車の下へ潜っているものですから例会に出る度着替えな
くてはならず大変でした。冬は着替えが寒く、例会に行くための着替
えが憂鬱でした。そんな中、例会に来ても会員さんの顔と名前がなか
なか一致せず、困ったなと思っていた時、次はニコボックス委員会の委
員にさせて戴きました。提出される用紙に書かれる名前と顔を見るこ
とで会員さんの名前を覚えることができました。だから新入会員さん
はニコボックス委員会の委員長さんでなくても受付席に座られると会
員さんを覚えるのが早くなるのではないかと思い、あれはいい機会を
与えて戴いたなという風に今でも思い返します。ＲＣの先輩方はそう
いった気遣いや配慮で委員の方を選んでおられたのかなと思います。
　ＲＣに入って34年目になりますが、例会場に何をしに来ているのか
なと今でも考えることがあります。ロータリーは奉仕の団体ですね、
ＲＣに入った時は ロータリーは”I serve”、自分からするサービスだ
と言われました。つまり自分から奉仕するのが”I serve”で、皆で集ま
ってやるのが”We serve”だという風に教えられてきました。自分の感
覚では10年位は例会の度に誰かが”I serve”、”We serve”の話をされ
ていた様に思います。ＲＣに出席してロータリーの話をするというこ
とはなかなか無いのですが、最初の頃ＲＣはただ食事をして帰るだけ
なのかな、という雰囲気のまま、私も来ていました。先輩にこれは何な
のでしょうか、と聞きましたら、ＲＣというのはサロンだ、という考え
方を持っておられました。だから自分で何かしようという思いが無け
ればそれだけで終わってしまう。積極的に自分からほかの人と関わり
あっていく、いろんな人と話をする、その機会を例会ということに与え
られているんだよ、ということでした。ロータリーの奉仕というのは
職業奉仕などの時間に色々話されたりするのですが、ロータリーとい
うのは職業奉仕が基本だ、と言っている様にロータリアンは基本的に
企業の代表者の方々の集まりです。ポール・ハリスが作った時も企業
の人たちが信用できる者同士、安心して仕事のできる仲間を作ろうと
いうのがロータリーの基本だったんです。ですからロータリー自体と
いうのは職業を基本とする職業奉仕の思想なんですね。最初のロータ
リーというのは仲間内でお互いに利益を出そうというクラブだった訳
ですけど、その仲間内だけというのが時勢に合わなくなってきて1930
年ぐらいからは世の中には社会奉仕というものが必要だという考え方
も出てきたんです。その時代に奉仕の仕方の考え方、I serve、W eserve
ということでロータリーとライオンズクラブが分かれているんです。
ロータリーの職業という考え方というのが、職業人の企業主達が自分
たちの仕事を伸ばしていく、商売を伸ばしていく仲間作りをするのが
ロータリークラブだ、という事なんですね。ロータリーを理解すると
いう事は、商売が上手になる事に通じます。何故かというとロータリ
ーは職業を伸ばしていって自分たちの理想というものが世の中の平和
を導くものだ、という思想があるからロータリアン達は頑張ってやっ
ている、という事が最近やっと分かる様になって来たんです。何故私
がロータリーをやってきたのかという事が最近ほかの人の話を聞いて
きた事で、はっと気がついたのがロータリーは何故職業人の集まりな
のかという事は、職業人であるからこそ出来る事があるんだという事、
一般の人の奉仕とロータリアンの奉仕とどこが違うか、自分の持って
いる職業を通じて世の中のために尽くす事が出来るんですね、自分の
組織力とかがあってやれる、という事です。そのやり方を表したのが
ここにロータリーソングで掲示してある４つのテストなんです。そう
いうことを実践すると、もはや必ず儲かるんです。何故かというと、
神様に家内安全、商売繁昌とお祈りすることがありますが、その時、
商売繁昌を神様に頼るものでなはい、と聞いたんです。自分がお客様
に来てもらえる様に今日私が努力します、仕事を一生懸命します、よろ
しくお願いします。ということを祈るのであって、商売繁昌だけを神
様に頼んでも願いは叶わない。願いを叶えてもらうのでなく、世の中
のお客様に自分がどれだけ尽くせるか、今日もこれだけ働かせてもら
いました、と感謝をしながら仕事をするということ、これが自分がす
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